
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、該排水路ユニットは細幅で断面縦長の略長方形状をなし、断面中央
には縦楕円筒状の排水路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から
前記通路側に寄せた位置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該ス
リットの通路側内側面と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
前記排水用スリットを境に排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する接続筋が設
けられ、前記配線管路用スペースを被覆し、かつ上部に通路が形成されてなる現場作製の
縁石一体型コンクリートシール部材一端部に設けられた連結脚が前記接続筋を介して排水
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され、かつ、前記径の大きさ以
上に空間拡大するには多大なコストと労力を要する

前記ト
ンネルの掘削内壁の範囲内で配線管路用のスペースをとるべく、

を設けなければならない
であって、



路ユニットの通路側上面部に連結され、かつ他端部の当接部がトンネルの掘削内壁に当接
するよう設置された、
ことを特徴とするトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造。
【請求項２】
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、該排水路ユニットは断面略正方形状をなし、断面中央には略円筒状
の排水路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄
せた位置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側
内側面と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
前記排水用スリットを境に排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する接続筋が設
けられ、前記配線管路用スペースを被覆し、かつ上部に通路が形成されてなる現場作製の
縁石一体型コンクリートシール部材一端部に設けられた連結脚が前記接続筋を介して排水
路ユニットの通路側上面部に連結され、かつ他端部の当接部がトンネルの掘削内壁に当接
するよう設置された、
ことを特徴とするトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造。
【請求項３】
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造に
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、
該排水路ユニットは細幅で断面縦長の略長方形状をなし、断面中央には縦楕円筒状の排水
路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄せた位
置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側内側面
と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、排水用スリットを境に
該排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する縁石部が一体に形成され、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
現場作成のコンクリートシール部材が、前記縁石部の裏面と連結され、かつ他端部の当接
部がトンネルの掘削内壁に当接するよう形成され、前記配線管路用スペースを被覆し、か
つ上部に通路を形成したことを特徴とするトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水
路構造。
【請求項４】
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
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され、かつ、前記径の大きさ以
上に空間拡大するには多大なコストと労力を要する

前記ト
ンネルの掘削内壁の範囲内で配線管路用のスペースをとるべく、

を設けなければならない
であって、

され、かつ、前記径の大きさ以
上に空間拡大するには多大なコストと労力を要する

前記ト
ンネルの掘削内壁の範囲内で配線管路用のスペースをとるべく、

を設けなければならない
であって、

され、かつ、前記径の大きさ以
上に空間拡大するには多大なコストと労力を要する



ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、
該排水路ユニットは断面略正方形状をなし、断面中央には略円筒状の排水路用孔が軸方向
に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄せた位置に前記排水路
用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側内側面と前記排水路用
孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、排水用スリットを境に該排水路ユニッ
トの通路側上面部には上方に突出する縁石部が一体に形成され、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
現場作成のコンクリートシール部材が、前記縁石部の裏面と連結され、かつ他端部の当接
部がトンネルの掘削内壁に当接するよう形成され、前記配線管路用スペースを被覆し、か
つ上部に通路を形成したことを特徴とするトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水
路構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、道路上に設けられたトンネル内の幅方向端部の下部に通常埋設形成さ
れる各種の電線、通信線、配水管及び各種信号線等を収納する配線管路空間確保に付随す
る排水路構造に関するものである。
【０００２】
情報化技術の進歩に伴い、例えば道路脇等の地中に埋設形成される配線管路は一層広いス
ペースが必要とされており、特に高速道路等のトンネル内においても同様に広いスペース
の配線管路スペースの確保が要請されている。
【０００３】
【従来の技術】
従来、トンネル１内における配線管路のスペースは図９に示すように構成されている。
【０００４】
すなわち、トンネル１内において、その高さ方向中間位置であってかつ幅方向略中央に車
両等が走行する走行路２が略水平方向に敷設されている。
【０００５】
そして、該走行路２の幅方向端部側すなわち脇側には作業者などの作業用等通路３がトン
ネル１の掘削内壁４に隣接して設けられる。
【０００６】
さらに、走行路２と作業用等通路３とは作業用等通路３が一段高い段差状に形成され、か
つその境目下方向には現場で作製された断面正方形状をなし、中央には真円状の排水路用
孔が軸方向に貫通して設けられた排水路ユニット５が接続されて排水路が形成される。
【０００７】
ここで、前記排水路ユニット５は従来、施工現場で作製されており、例えばいわゆるスリ
ップフォーム工法等で作製されている。
【０００８】
ここで、スリップフォーム工法とは、成型機に鋼製型枠（モールド）を取り付け、このモ
ールド内にコンクリートを投入して、その内部で締固め成形を行ない、これと同時に成型
機を前進させることにより、同一断面の構造物（排水路ユニット）を連続して構築する工
法を指標する。
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前記ト
ンネルの掘削内壁の範囲内で配線管路用のスペースをとるべく、

を設けなければならない
であって、



【０００９】
そして、このスリップフォーム工法を採用することにより、型枠を使用しないため、地球
の資源保護に大きく貢献でき、また施工速度が早く、大幅に工期を短縮することができ、
さらには、他の工法に比して３０％乃至７０％の労働力を削減することができるのである
。
【００１０】
また、構造物の平面線形の施工であっても容易に施工でき、美観に優れた構造物の構築が
可能とされている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記スリップフォーム工法で作製した排水路ユニット５は図９で示すよう
に、断面正方形状をなし、強度確保の見地から比較的厚肉に形成しなければならないため
、トンネル内に埋設すると、電線、通信線、配水管及び各種信号線等を収納する配線管路
のスペースを広くとれないとの課題があった。
【００１２】
すなわち、あらかじめ掘削されたトンネル１の径の大きさは決まっており、この大きさの
範囲で配線管路等のスペースを確保しなければならないからである。
【００１３】
よって、従来の様に排水路の形成に広い場所をとってしまうと、逆に配線管路等のスペー
スが取れなくなるのである。
【００１４】
かくして、本発明は上記の課題に対処すべく創案されたもので、例えば道路脇等の地中に
埋設形成される配線管路の設置スペースにつき、情報化技術の進歩に伴い各種の配線数が
増加したとしても、一層広いスペースがとれる、すなわち掘削されたトンネルの径が決ま
っている道路等のトンネル内においても一層広いスペースの配線管路スペースの確保がで
きるトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造を提供することを目的とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
本発明によるトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造は、略円筒状をなして
掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネルの高さ方向略中
間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には通路がトンネルの
掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部に排水路用孔が設
けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排水路と前記トンネ
ルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トンネル内の配線管路
空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、該排水路ユニットは細幅で断面縦長の略長方形状をなし、断面中央
には縦楕円筒状の排水路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から
前記通路側に寄せた位置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該ス
リットの通路側内側面と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
前記排水用スリットを境に排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する接続筋が設
けられ、前記配線管路用スペースを被覆し、かつ上部に通路が形成されてなる現場作製の
縁石一体型コンクリートシール部材一端部に設けられた連結脚が前記接続筋を介して排水
路ユニットの通路側上面部に連結され、かつ他端部の当接部がトンネルの掘削内壁に当接
するよう設置されたことを特徴とし、
または、
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され、かつ、前記径の大きさ以上に空間拡大する
には多大なコストと労力を要する

前記トンネルの掘削内壁
の範囲内で配線管路用のスペースをとるべく、

を設けなければならない
であって、



略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定
既設のトンネル内であって、該トンネ

ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、該排水路ユニットは断面略正方形状をなし、断面中央には略円筒状
の排水路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄
せた位置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側
内側面と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
前記排水用スリットを境に排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する接続筋が設
けられ、前記配線管路用スペースを被覆し、かつ上部に通路が形成されてなる現場作製の
縁石一体型コンクリートシール部材一端部に設けられた連結脚が前記接続筋を介して排水
路ユニットの通路側上面部に連結され、かつ他端部の当接部がトンネルの掘削内壁に当接
するよう設置されたことを特徴とし、
または、
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、
該排水路ユニットは細幅で断面縦長の略長方形状をなし、断面中央には縦楕円筒状の排水
路用孔が軸方向に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄せた位
置に前記排水路用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側内側面
と前記排水路用孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、排水用スリットを境に
該排水路ユニットの通路側上面部には上方に突出する縁石部が一体に形成され、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
現場作成のコンクリートシール部材が、前記縁石部の裏面と連結され、かつ他端部の当接
端がトンネルの掘削内壁に当接するよう形成され、前記配線管路用スペースを被覆し、か
つ上部に通路を形成したことを特徴とし、
または、
略円筒状をなして掘削された径の大きさがあらかじめ決定

既設のトンネル内であって、該トンネ
ルの高さ方向略中間位置でかつ幅方向中央に車両等走行路が敷設され、該走行路の脇には
通路がトンネルの掘削内壁に隣接して設けられ、前記走行路と通路の境目下部には、内部
に排水路用孔が設けられた排水路ユニットを接続して形成した排水路が埋設され、

前記通路の下部で前記排
水路と前記トンネルの掘削内壁との間に配線管路用スペース トン
ネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造
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前記排水路は、あらかじめ工場で形成されたプレキャストコンクリート製の排水路ユニッ
トを接続して形成し、
該排水路ユニットは断面略正方形状をなし、断面中央には略円筒状の排水路用孔が軸方向
に貫通して設けられ、上面には幅方向中間位置から前記通路側に寄せた位置に前記排水路
用孔と外部とを連通させる排水用スリットが、該スリットの通路側内側面と前記排水路用
孔の通路側内側壁とが略面一となるよう設けられ、排水用スリットを境に該排水路ユニッ
トの通路側上面部には上方に突出する縁石部が一体に形成され、
前記通路の下部で前記排水路と前記トンネルの掘削内壁との間に設けられた配線管路用ス
ペースは広幅スペースとして確保してなり、
現場作成のコンクリートシール部材が、前記縁石部の裏面と連結され、かつ他端部の当接
端がトンネルの掘削内壁に当接するよう形成され、前記配線管路用スペースを被覆し、か
つ上部に通路を形成したことを特徴とするものである。
【発明の実施の形態】
以下、図に基づいて本発明に係るトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造の
一実施の態様について説明する。
【００１５】
図１に本発明の一実施例を示す。
【００１６】
図１から理解されるように、トンネル１内の高さ方向中間位置でかつ幅方向の中央には車
両等が走行する舗装された走行路２が略水平方向に敷設され、該走行路２の脇には作業用
等通路３がトンネル１の掘削内壁４に隣接して設けられている。
【００１７】
さらに、走行路２と作業用等通路３とは作業用等通路３が一段高い段差状に形成され、か
つその境目下方向には排水路が形成されている。
【００１８】
ここで、本発明においては、排水路はあらかじめ工場で形成されたプレキャクストコンク
リート製の排水路ユニット６が用いられる。
【００１９】
しかして、この排水路ユニット６は図１に示すように細幅で断面縦長の長方体状をなして
形成され、またその断面の中央には縦楕円筒状をなす排水路用孔７が軸方向に貫通して設
けられている。
【００２０】
さらに上面には幅方向中間位置から前記の作業用通路３側に寄せた位置に前記排水路用孔
７と上面の外部とを連通させる排水用スリット８が設けられている。
【００２１】
そして、前記作業用通路３の下部で、前記排水路と前記トンネル１の掘削内壁７との間は
配線管路等９用のスペース１０として使用される。
【００２２】
ここで、トンネル１は既設のトンネルであり、その掘削された径の大きさはあらかじめ決
まっている。よってこの径以上に、すなわち掘削内壁４以上に空間拡大することは多大な
コストと労力を必要とする。
【００２３】
従って、トンネル１の掘削内壁４の範囲内で配線管路等９用のスペース１０をとらなけれ
ばならない。
【００２４】
すると、排水路のスペースを狭くせざるを得ないのである。
【００２５】
よって本発明では排水路を構成する排水路ユニット６を上記の構成のものにしたのである
。
【００２６】
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これにより図２に示すように配線管路等９用スペースを従来に比較して広くとることがで
きる。
【００２７】
図３、図４に本発明の第２実施例を示す。
【００２８】
図３から理解されるように、トンネル１内の高さ方向中間位置でかつ幅方向の中央には車
両等が走行する舗装された走行路２が略水平方向に敷設され、該走行路２の脇には作業者
用等の通路３がトンネル１の掘削内壁４に隣接して設けられている。
【００２９】
さらに、走行路２に対して作業用者等の通路３は一段高い段差状に形成され、かつその境
目下方向には排水路が形成されている。
【００３０】
ここで、本発明においては、排水路はあらかじめ工場で形成されたプレキャクストコンク
リート製の排水路ユニット６が用いられる。
【００３１】
しかして、この排水路ユニット６は図３に示すように細幅で断面縦長の長方体状をなして
形成され、またその断面の中央には縦楕円筒状をなす排水路用孔７が軸方向に貫通して設
けられている。
【００３２】
さらに上面には幅方向中間位置から前記の作業用通路３側に寄せた位置に前記排水路用孔
７と上面の外部とを連通させる排水用スリット８が設けられている。
【００３３】
そして、図３から理解されるように、前記排水用スリット８の通路側に位置する内側面１
１と前記排水路用孔７の通路側内側壁１２とが略面一となるよう形成されている。
【００３４】
ところで、一般に前記作業用の通路３の下部で、前記排水路と前記トンネル１の掘削内壁
７との間は配線管路等９用のスペース１０として使用される。
【００３５】
ここで、トンネル１は既設のトンネルであり、その掘削された径の大きさはあらかじめ決
まっていて容易に変更できるものではない。
【００３６】
前記の径以上に、すなわち一度掘削内壁４以上に空間拡大することは多大なコストと労力
を必要としてしまうのである。
【００３７】
従って、トンネル１の掘削内壁４の範囲内で配線管路等９用のスペース１０をとらなけれ
ばならない。
【００３８】
すると、排水路のスペースを狭くせざるを得ないのである。
【００３９】
よって本発明では排水路を構成する排水路ユニット６を上記の構成のものにしたのである
。
【００４０】
これにより図３に示すように配線管路等９用のスペース１０を従来に比較して広くとるこ
とができる。
【００４１】
次に符号１３はコンクリートシール部材を示し、該コンクリートシール部材１３により前
述したスペース１０の上方が被覆されると共に走行路２側に縁石部１７が一体にされて形
成される。
【００４２】
該コンクリートシール部材１３は、現場で製造されるものであり、その上部には作業者用
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の通路３が形成される。
【００４３】
さらに、排水用スリット８を境にして、排水路ユニット６の通路側上面部１４上には接続
筋１９が上方に突出して設けられている。
【００４４】
そして、このコンクリートシール部材１３の一端部に形成された連結脚１５が、前記接続
筋１９を介して排水路ユニット６の通路側上面部１４と連結され、かつ他端部の当接端１
６がトンネル１の掘削内壁４に当接するよう設置される。
【００４５】
しかして、このような縁石部一体型のコンクリートシール部材１３によれば、きわめて迅
速に、製造コストを安価に、しかも施工を確実にして、走行路の端部に設置した排水路か
らトンネルの掘削内壁までの通路等の形成が行えることとなる。
【００４６】
次に図４の実施例を説明する。
【００４７】
本実施例で使用されている排水路ユニット６は断面略正方形状をなして形成されているが
、工場で製造されたプレキャスト製であるため製品の厚みを薄くでき、かつ排水用スリッ
ト８を通路側へ寄せて形成できる。
【００４８】
よってこのようなタイプのものであっても充分に本発明の目的を達成しうる。
【００４９】
図５，図６に本発明の第３実施例を示す。
【００５０】
図５から理解されるように、トンネル１内の高さ方向中間位置でかつ幅方向の中央には車
両等が走行する舗装された走行路２が略水平方向に敷設され、該走行路２の脇には作業者
用等の通路３がトンネル１の掘削内壁４に隣接して設けられている。
【００５１】
さらに、走行路２に対して作業用者等の通路３は一段高い段差状に形成され、かつその境
目下方向には排水路が形成されている。
【００５２】
ここで、本発明においては、排水路はあらかじめ工場で形成されたプレキャクストコンク
リート製の排水路ユニット６が用いられる。
【００５３】
しかして、この排水路ユニット６は図５に示すように細幅で断面縦長の長方体状をなして
形成され、またその断面の中央には縦楕円筒状をなす排水路用孔７が軸方向に貫通して設
けられている。
【００５４】
さらに上面には幅方向中間位置から前記の作業用通路３側に寄せた位置に前記排水路用孔
７と上面の外部とを連通させる排水用スリット８が設けられている。
【００５５】
そして、図５から理解されるように、前記排水用スリット８の通路側に位置する内側面１
１と前記排水路用孔７の通路側内側壁１２とが略面一となるよう形成されている。
【００５６】
さらに、前記排水用スリット８を境にして排水路ユニット６の通路側上面部にはさらに上
方に突出する縁石部２０が一体に形成されている。
【００５７】
ところで、一般に前記作業用の通路３の下部で、前記排水路と前記トンネル１の掘削内壁
７との間は配線管路等９用のスペース１０として使用される。
【００５８】
ここで、トンネル１は既設のトンネルであり、その掘削された径の大きさはあらかじめ決
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まっていて容易に変更できるものではない。
【００５９】
前記の径以上に、すなわち一度掘削内壁４以上に空間拡大することは多大なコストと労力
を必要としてしまうのである。
【００６０】
従って、トンネル１の掘削内壁４の範囲内で配線管路等９用のスペース１０をとらなけれ
ばならない。
【００６１】
すると、排水路のスペースを狭くせざるを得ないのである。
【００６２】
よって本発明では排水路を構成する排水路ユニット６を上記の構成のものにしたのである
。
【００６３】
これにより図５に示すように配線管路等９用のスペース１０を従来に比較して広くとるこ
とができる。
【００６４】
次に符号１３はコンクリートシール部材を示し、該コンクリートシール部材１３により前
述したスペース１０の上方が被覆される。
【００６５】
該コンクリートシール部材１３は、現場で製造されるものであり、その上部には作業者用
の通路３が形成される。
【００６６】
しかして、このコンクリートシール部材１３の一端部が、排水路ユニット６の縁石部２０
の裏面と連結され、かつ他端部の当接端１６がトンネル１の掘削内壁４に当接するよう設
置される。
【００６７】
前記したような縁石部一体型の排水路ユニット６によれば、きわめて迅速に、製造コスト
を安価に、しかも施工を確実にして、走行路の端部に設置した排水路からトンネルの掘削
内壁までの通路等の形成が行えることとなる。
【００６８】
しかも、縁石部２０は工場で製造したプレキャスト製コンクリート部材であるため縁石部
の外観を綺麗に仕上げることが出来る。
【００６９】
次に図６の実施例を説明する。
【００７０】
図６で使用されている排水路ユニット６は断面略正方形状をなして形成されているが、工
場で製造されたプレキャスト製であるため製品の厚みを薄くでき、かつ排水用スリット８
を通路側へ寄せて形成できる。
【００７１】
よってこのようなタイプのものであっても充分に本発明の目的を達成しうる。
【００７２】
このように、第２実施例、第３実施例によれば、例えば道路脇等の地中に埋設形成される
配線管路等の設置スペースにつき、情報化技術の進歩に伴い各種の配線数が増加したとし
ても、従来のトンネルの孔の範囲内で一層広いスペースがとれる、すなわち掘削されたト
ンネルの径が決まっている高速道路等のトンネル内においても一層広いスペースの配線管
路スペースの確保ができる。
【００７３】
また、きわめて迅速に、かつ製造コストを安価に、しかも施工を確実にして走行路の端部
に設置した排水路からトンネルの掘削内壁までの通路等の形成が行える。
【００７４】
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図７、図８に本発明の第４実施例を示す。
【００７５】
図７から理解されるように、トンネル１内の高さ方向中間位置でかつ幅方向の中央には車
両等が走行する舗装された走行路２が略水平方向に敷設され、該走行路２の脇には作業者
用等の通路３がトンネル１の掘削内壁４に隣接して設けられている。
【００７６】
さらに、走行路２に対して作業用者等の通路３は一段高い段差状に形成され、かつその境
目下方向には排水路が形成されている。
【００７７】
ここで、排水路はあらかじめ工場で形成されたプレキャクストコンクリート製の排水路ユ
ニット６が用いられる。
【００７８】
しかして、この排水路ユニット６は図７に示すように細幅で断面縦長の長方体状をなして
形成され、またその断面の中央には縦楕円筒状をなす排水路用孔７が軸方向に貫通して設
けられている。
【００７９】
さらに上面には幅方向中間位置から前記の作業用通路３側に寄せた位置に前記排水路用孔
７と上面の外部とを連通させる排水用スリット８が設けられている。
【００８０】
そして、図７から理解されるように、前記排水用スリット８の通路側に位置する内側面１
１と前記排水路用孔７の通路側内側壁１２とが略面一となるよう形成されている。
【００８１】
ところで、一般に前記作業用の通路３の下部で、前記排水路と前記トンネル１の掘削内壁
７との間は配線管路等９用のスペース１０として使用される。
【００８２】
ここで、トンネル１は既設のトンネルであり、その掘削された径の大きさはあらかじめ決
まっていて容易に変更できるものではない。
【００８３】
前記の径以上に、すなわち一度掘削内壁４以上に空間拡大することは多大なコストと労力
を必要としてしまうのである。
【００８４】
従って、トンネル１の掘削内壁４の範囲内で配線管路等９用のスペース１０をとらなけれ
ばならない。
【００８５】
すると、排水路のスペースを狭くせざるを得ないのである。
【００８６】
よって本発明では排水路を構成する排水路ユニット６を上記の構成のものにしたのである
。
【００８７】
これにより図７に示すように配線管路等９用のスペース１０を従来に比較して広くとるこ
とができる。
【００８８】
次に符号１３はコンクリートシール部材を示し、該コンクリートシール部材１３により前
述したスペース１０の上方が被覆されると共に走行路２側に設置された、あらかじめ工場
で形成されたプレキャクストコンクリート製の縁石２１の裏面と連結され、かつ他端部の
当接端１６がトンネル１の掘削内壁４に当接するよう形成される。
【００８９】
該コンクリートシール部材１３は、現場で製造されるものであり、その上部には作業者用
の通路３が形成される。
【００９０】
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ここで、上記の縁石２１の底面には係止部が形成されて、排水路ユニット６の上面に係止
し、縁石２１がずれないように構成されている。
【００９１】
次に図８の実施例を説明する。
【００９２】
本実施例で使用されている排水路ユニット６は断面略正方形状をなして形成されているが
、工場で製造されたプレキャスト製であるため製品の厚みを薄くでき、かつ排水用スリッ
ト８を通路側へ寄せて形成できる。
【００９３】
よってこのようなタイプのものであっても充分に本発明の目的を達成しうる。
【発明の効果】
かくして本発明は以上の構成よりなる。
【００９４】
そして、本発明によるトンネル内の配線管路空間確保に付随する排水路構造であれば、例
えば道路脇等の地中に埋設形成される配線管路等の設置スペースにつき、情報化技術の進
歩に伴い各種の配線数が増加したとしても、従来のトンネルの孔の範囲内で一層広いスペ
ースがとれる、すなわち掘削されたトンネルの径が決まっている高速道路等のトンネル内
においても一層広いスペースの配線管路スペースの確保ができるとの優れた効果を奏する
ものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による第１実施例の構成を説明する構成説明図である。
【図２】本発明の構成と従来の構成を比較した構成説明図である。
【図３】本発明による第２実施例の構成を説明する構成説明図（その１）である。
【図４】本発明による第２実施例の構成を説明する構成説明図（その２）である。
【図５】本発明による第３実施例の構成を説明する構成説明図（その１）である。
【図６】本発明による第３実施例の構成を説明する構成説明図（その２）である。
【図７】本発明による第４実施例の構成を説明する構成説明図（その１）である。
【図８】本発明による第４実施例の構成を説明する構成説明図（その２）である。
【図９】従来の構成を説明する構成説明図である。
【符号の説明】
１　トンネル
２　走行路
３　作業用通路
４　掘削内壁
５　排水路ユニット
６　排水路ユニット
７　排水路用孔
８　排水用スリット
９　配線管路等
１０　配線管路用スペース
１１　内側面
１２　通路側内側壁
１３　コンクリートシール部材
１４　通路側上面部
１５　連結脚
１６　当接端
１７　縁石
１８　従来のコンクリートシール部材
１９　接続筋
２０　縁石部
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２１　縁石

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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